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会長挨拶：岡田 健会長 

皆さんこんにちは 

台風 19 号も無事通過してくれ

ました。あちらこちらに多大な

爪痕を残しましたが規模の大

きさから世界中に注目されて

いた様です。それにしても新潟

県は台風の被害は少なくてい

い所だと思います。 

さて先日、発表されましたノーベル賞で日本の科

学者が 3 人受賞しました。誠におめでたい事だと

思うし、誇りに感じますがあれだけ偉大な発明を

日本の企業や大学では受け入れる素地が無い事

が残念です。 

他国の受賞者、例えば英国、仏国、ドイツの人々

が大多数、米国へ移住してしまう事があるでしょ

うか？その辺、何か大きな問題と意識の差がある

様に思われます。日本からの頭脳の流失に歯止め

をかけないと日本では頭脳が育たない事になり

かねません。政府が主導して早急に対処すべき事

であると考えます。 

それともう一つパキスタンの少女マララさんの

平和賞の受賞です。彼女は現在 17 歳、女性や子

供の教育権を訴えてイスラム過激派組織に襲撃

されました。 

パキスタン国内にもマララさんに対する反発も

ありタリバンなどにいたっては今後も襲撃対象

にすると声明を出しているようです。私には理解

できません。 

政治の問題なのか宗教の問題なのか誰かの既得

権を脅かす行動なのか、誰か私に理解できる様に

教えてくれませんか！ 

12 日の日曜日「ロータリーデー」山古志村のロ

ータリーハウスへ行ってきました。阪神の掛布氏

と稲刈りをし、アルパカ牧場、闘牛を見学してき 

本日の行事：「ライラ研修報告会」 

      

◆本日の出席：６８名中３７名    

◆先々週の出席率：６８名中６０名 88.24％ 

         （前年同期 77.14％） 

◆９月の出席状況：会員数６８名 

例回数４回・平均出席率 83.82％ 

       （前年同月 79.72％） 

 

◆本日のゲスト：ライラ研修生 

    シンワ測定株式会社  

大竹昌弘君・鎌田悠平君 

鈴木俊哉君  

◆本日のビジター： 

小野加東ＲＣ 田中隆夫さん 

 

◆先週のメークアップ（敬称略） 

 １０月８日三条ＲＣ 石川勝行、山崎 勲

中條耕二 

    ９日三条東ＲＣ山崎 勲、渡辺 徹

田口実仁佳 

    ９日地区ゴルフ大会  岡田 健 

      落合益夫、石丸 進、今井克義 

      佐藤義英、早川瀧雄、丸山 勝 

   １１日地区補助金受給ＲＣｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

               渋谷義徳 

   １１日野球部試合     

岡田大介、小林繁男、駒形  実 

西村 護、佐藤秀一、吉田文彦 

高橋研一、大橋政雄、石川一昭 

   １２日ロータリーデー 

 岡田 健、外山裕一、小林繁男 

   １４日指名委員会 １４名 

          

                      

　　2014-2015年度 
　　国際ロータリー会長：ゲイリーＣ.Ｋ.ホァン「ロータリーに輝きを」

　　第２５６０地区ガバナー：佐々木昌敏　「ロータリーは、あなた自身から」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－Ｙｏｕ are Ｋｅｙ－

三条北ロータリークラブテーマ「ロータリーライフを楽しみましょう」
　例会日：火曜日12：30～13：30

　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：金子太一郎 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内

　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488
ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org

例会日　２０１４．10．1４  　　　　　　累計№１３３４ 　　当年№１４

会　長：岡田　　健　　　　　　　　　　
幹　事：外山　裕一　　　　　　　　　



2 
                                    三条北ロータリークラブ週報 

ました。ただ何を目的としているイベントなのか把握できませんでした。 

その中で黒人の青年も参加していたので声をかけてみました。私は英語を覚えたいと思うので外国

の人には自分から声をかけるようにしています。彼はアフリカのトーゴという国

から来ている留学生でした。彼は声をかけられたことを喜んでくれたようです。 

以上です。ありがとうございました。 

 

幹事報告：外山裕一幹事 

・ＲＩ日本事務局より メジャードナー認証について（伝達） 

           斎藤  正会員             

・新潟県共同募金会三条支会より  

街頭募金の報告とお礼 

 

 

 

委員会報告： 

雑誌：ロータリーの友１０月号紹介 

横組３頁 ＲＩ会長メッセージ「ポリオ撲滅に輝きを」に関連して３２頁にもポリオ

担当国連児童基金本部事務局長首席アドバイザーのメッセージが載っています。 

８頁から「職業奉仕月間」について載っていますがなかなか難しく理解しにくいので

すが、１４頁「農業を通じた私の人生｣を読むと何となく理解できる様に思います。 

職業奉仕に関しては縦書きの４頁～８頁に載っています。 

１７頁 今月は「米山月間」でもあります。米山記念奨学会の理事長が交代されたので新旧理事長

の座談会が載っています。 

又、２０１５年国際大会はブラジルサンパウロで開催されますが、サンパウロの紹介記事も載って

います。 

３６頁 以前にも紹介しました「ロータリー希望の風奨学金」について申請者の素顔と題して実際

に給付申請した遺児のコメントや質問等が紹介されていますのでお読み下さい。 

社会奉仕 

今年度事業「中西哲生氏の講演会」のポスター、チラシを配布しました。各会員が２名をお

誘いして頂きたいので宜しくお願い致します。 

親睦活動 

10/28 夜例会「ディナーショー」18：30～ 燕三条ワシントンホテルにて開催します。 

多数の出席を宜しくお願い致します。 

 

 

＊＊＊＊＊ロータリー財団ボックス１４日現在累計１７７,０００円＊＊＊＊ 

大野 新吉君 ライラ研修に参加された研修生、そして浅間委員長大変ご苦労様でした。台風１９

号も三条では被害なく子供達は急な休みで勉強もせずゲームで夢中でした。 

米山 忠俊君 台風１９号心配しましたが新潟県はたいした事がなかった様でほっとしております。 

松山 浩仁君 入会時に外山幹事に詳しく教えてもらわなかったので遅くなりました。 

田中耕太郎君 髙橋さんお疲れさまです。 

石丸  進君 髙橋委員長に協力 

石川 友意君   〃 

坂内 康男君   〃 
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森   宏君 協力します。 

高橋 研一君 財団に寄付 

 

＊＊＊＊＊米山奨学ボックス１４日現在累計２４１,０００円＊＊＊＊＊ 

樋口 金占君 体調がよくなるまで暫く出席できませんが今月は米山月間ですので協力します。 

早川 瀧雄君 米山ＢＯＸに協力です 

渋谷 義徳君 少額ですが協力します 

田中耕太郎君 ＢＯＸに 

森   宏君 米山月間、宜しくお願いします。 

 

＊＊＊＊＊ニコニコボックス１４日現在累計３８８,０００円＊＊＊＊＊ 

渡辺  徹君 先日、当社の若手社員３名がライラ研修に参加させて頂きました。ありがとうござ

いました。 

浅間 一洋君 本日は宜しくお願いします。 

笹原 壯玄君 浅間ライラ委員長ご苦労様です。 

外山 晴一 君 台風が来なくて良かったです。 

田中耕太郎君 台風も無事過ぎた様です。 

早川 瀧雄君 ５年生の内孫がロボコン大会で優勝しました。誰に似たんでしょうか？ 

森   宏君 くびき野１００㎞ウルトラマラソン初挑戦で制限時間４分前にゴールできました。 

西村  護君 野球で体が痛いです。石川さんに大変迷惑をかけましたのでＢＯＸに協力！ 

羽賀 一真君 台風１９号も直撃はまぬがれましたが、小学校と幼稚園が臨時休校となったため子

供達が家の中で大騒ぎで散らかし放題。我が家は家の中だけ台風が直撃したようで

す。 

岡田  健君 浅間さんライラご苦労様でした。２年連続のライラで大変だったと思います。あり

がとうございました。 

外山 裕一君 10 月 12 日(日)にロータリーデーに参加してきました。初めて牛の角突きを見てきま

した。 

石川 友意君 ＢＯＸに 

石川 一昭君 台風も去って安心です。我が同志岡田大介さんも無事、新婚旅行

から戻ってこちらも一安心!!どちらも良かった良かった!! 

 

＊９月のコメント賞は田口実仁佳会員です。 

 

本日の行事：「ライラ研修報告会」 

第１４回ライラ研修 ２０１４年９月２７日・２８日 於：新潟経営大学  

「まちづくり、人づくり、自分づくり」～小京都加茂の魅力の再発見、そして発信～ 

 

大竹昌弘君 

 シンワ測定株式会社の

大竹昌弘と申します。先日

はライラ研修に参加させ

ていただきありがとうご

ざいました。研修の内容を

当日のスケジュールに沿

ってご報告いたします。 

 1 日目の午前中は、基調講演として新潟経営

大学の中島純先生から「まちづくり、人づくり、

自分づくり」というタイトルの講演をお聴かせ

いただきました。中島先生（通称：じゅんじゅ

ん先生）はこの日のために誂えた（？）加茂の

特産品である“加茂縞”の着物を着てご登壇さ

れ、得意のモノマネなどを披露されて私たちを

大いに和ませてくださいました（ちなみにモノ



4 
                                    三条北ロータリークラブ週報 

マネのネタは永六輔、アントニオ猪木、志茂田

景樹、原辰徳、クリス松村など多岐に亘るよう

です）。 

 講演のタイトルである「まちづくり、人づく

り、自分づくり」は今回の研修のメインとなる

テーマでもありますが、この講演で中島先生が

特に強くおっしゃっておられたのはあいさつや

会話の重要性についてでした。中でも私は「「無

言社会」は「無縁社会」の前兆である」という

言葉が印象に残っています。現代社会では個人

主義的な傾向が強まり、隣近所との会話や家族

内での会話が減る。その結果として高齢者の孤

独死などの社会問題が起こってしまうという一

連の流れを端的に表した言葉だと思います。私

は普段の業務として社内のシステムの管理を行

っており、毎日パソコンの画面と向き合って仕

事をしています。そのため外部の方と接する機

会も少なく、他の社員との会話も多くはありま

せん。実際、隣に座る同僚ともほとんど会話を

しないまま一日が終わってしまうということも

あります。今後は自分から積極的に会話をつく

り、社内の良い雰囲気づくりに努めていきたい

と考えています。 

 午後に行われたまちなかゼミナールでは、私

は商店街にある「うお清」さんで「おいしい出

汁のとり方」を学んできました。昆布と鰹節か

らとった出汁と、市販されている顆粒の出汁か

ら味噌汁を作ってそれぞれ飲み比べをしてみま

したが、これはもう前者の圧倒的な勝利と言え

るでしょう。飲む直前に嗅ぐ香り、口の中に残

るうま味、すべてが感動的でした。私はこれま

での 26 年間、ずっと母親に騙されて生きてきた

のかと感じさせられてしまいました。 

 このほかにも、出汁の冷凍保存の方法や家庭

での簡単な茶碗蒸しの作り方など、ちょっとし

た裏ワザも教えていただきました。一から出汁

を取るのはなかなか時間もかかり大変ですが、

ぜひ一度自分でも実践してみて、美味しい味噌

汁を家族にふるまってあげたいと思っています。 

 2 日目は護摩堂山の登山から始まりました。

早朝 5 時起床、前日の宴会の疲れもあり、なか

なか厳しい登山ではありましたが、グループの

メンバーとの会話を楽しみつつ、ボランティア

ガイドの方々から護摩堂山の歴史などをお聞か

せいただきながら山頂を目指しました。天気も

良かったため、山頂からは越後平野を一望する

ことができ、残っていたアルコールも吹き飛ば

すような爽快な気分にさせられました。下山後

の朝食が素晴らしく美味しかったことは言うま

でもありません。 

 朝食後は新潟経営大学に戻り、前日のまちな

かゼミナール等の体験をもとに「加茂の街をい

かにして活性化させるか。ブランド力を高める

にはどうすればよいか。」という課題についてグ

ループ討議を行いました。今回のグループ討議

で感心させられたのは、討議の進め方について

です。討議の時間は 1 時間用意されていたので

すが、それを 20 分ずつ 3つに分け、それぞれ①

自分たちのグループで話し合う時間、②グルー

プに 1 人を残し、それ以外は他グループに移っ

て意見を交換し合う時間、③再び自グループに

戻り、他グループと自グループでの意見のまと

めを行う時間、と決められました。自分たちの

意見だけに偏らず、より多様な意見を収集でき

るこの方法は、私たちの会社をはじめ様々な組

織において応用できるのではないでしょうか。

応用例として社内で行っている QC サークル活

動が挙げられます。QCサークルも少人数に分か

れて行っていますが、自分たちのサークル内で

のみ話し合いを行い、他のサークルとの交流は

ほとんどありません。他のサークルからも意見

を取り入れ、より広い視点で活動内容を俯瞰す

ることができれば、QCの成功につながるのでは

ないかと考えます。 

 その後のグループ発表でも、笑いありドラマ

あり、それぞれのグループがエンターテインメ

ント性豊かな趣向を凝らした発表を行い、私自

身、発表者としてもオーディエンスとしても大

変楽しませていただくことができました。 

 今回の研修では年齢や性別、業種、社会的地

位を超えた方々と交流をすることができ、新鮮

かつ貴重な体験となりました。今後もこのよう

な研修があればぜひ参加させていただきたいと

思いますし、また異業種間での交流は若手社員

にとって良い刺激になると思いますので後輩の

社員にも強く勧めたいと考えています。 

 ありがとうございました。 

 

鎌田悠平君 

シンワ測定株式会社の鎌

田です。ロータリークラ

ブでの活動は今回の研修

が初めてとなりますので、

簡単な自己紹介から入り

たいと思います。私は

小・中・高と三条の学校

を卒業し、新潟大学・大

学院を卒業したのちに今

の会社に入社しました。

今年で入社 4 年目になります。部署は開発部で
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新製品の設計開発を行っており、年に数回ほど

商談の為に中国への出張なども行っています。 

研修は新潟経営大学の中島純教授の講演会、護

摩堂山への早朝登山等、バラエティー豊かな内

容でしたが、私が本研修で学び、感じたことの

一番は『同年代の人達のものの考え方の違いや

発想力』です。 

研修 2 日目に行ったグループ協議では、はじめ

に一緒だったグループを協議の途中でいったん

解散させ、まったく新しいグループと話し合い

を行った後に再びはじめのグループで話し合い

をさせるという、私が今まで経験したことのな

い手法で行われました。1 人 1 人が多様な意見

を聞く機会を持てる、良い手法であったと思い

ます。協議の内容は「加茂の町をよりよくする

にはどうしたらよいか？」というものでした。

研修の 1 日目に研修生みんなで見てきた加茂の

町や山をもとにしての協議でしたので、ほとん

どのグループが同じような解決案を提案してく

ると私は予想していました。ですが実際は「若

者が輝けるように若者にとって、もっと魅力的

で新しい環境づくりを！」という意見が出る一

方、「今までの加茂を支えてきた地場産の PR を

強化し、それに若者を惹きこんでいくことが肝

要ではないか」といった切り口の違う意見が飛

び交いました。その他、交通の便を良くすると

いう意見でも、「加茂と他の町との交通の便改善」

だけでなく、「巡回バスを創設する等、加茂の町

自体の交通の便を良くし、活性化する」といっ

た内と外の両方の改善が必要であるという意見

が出され、強い共感を持ちました。その後のグ

ループ発表におきましても、加茂の名産に関す

るゆるキャラの提案や発表に演劇といったパフ

ォーマンスを組み込んでいたグループもあり、

短い時間の中で私には思いつかないような自由

な発想に驚愕しました。 

また、今回のグループ協議の手法は私達の普段

の業務でも参考にできると思います。弊社では、

会議や打ち合わせ等は関係者のみの決まったメ

ンバーが参加しています。ここに普段参加しな

い部門のメンバーを参加させることでまったく

新しい意見や発想が生まれ、そのメンバーも自

分の部門に戻った際に普段とは違う考え方を周

りに発信できるといったメリットが生まれるの

ではないかと今回の研修で感じました。 

ものづくりをしていく中で注意しないといけな

いことは主観だけではなく、多様な意見を取り

入れた上でユーザーがより使いやすいものを提

供することだと思います。今回の研修の大きな

テーマは『まちづくり、人づくり、自分づくり』

でしたが、これらの場合も同じことであり、自

分一人だけの意見ではなく、多くの人の意見を

取り入れ、自分の意見をブラッシュアップする

ことが必要であり、そうすることで最終的に『ま

ちづくり、人づくり、自分づくり』といったも

のの本質が見えてくるのではないのでしょうか。 

余談になりますが、今回の研修の一つであるま

ちなかゼミナールでは私は金子米店さんのもと

でしょうゆおこわづくりを体験してきました。

女性の参加者が多いことを期待してこのゼミを

選択しましたが、見事に参加者全員が男性とい

う個人的には非常に残念なゼミとなりました。

おこわを男達が順番に混ぜ合わせる様に、シュ

ールさを感じざるを得ません。ですがおこわ自

体の出来栄えは上々で、普段スーパーなどで売

っているおこわとは違い、口の中でもち米ひと

つひとつの存在感を感じられる懐かしい味でし

た。レシピもいただいてきましたので、機会を

見つけてあらためて自分の手で作ってみたいと

思います。 

まちなかゼミナールはこの他にも興味深いゼミ

がありましたが、1 つしか選択することができ

ず、研修時間自体も 1 時間と短くかったのが残

念な点でした。せっかくの貴重な体験の場です

ので、複数のゼミを時間をかけてまわることが

可能など、ぜひ今後の研修の改善点として検討

して頂きたいです。 

最後になりますが、加茂は三条の近くにありな

がらも、なかなか足を運ぶ機会がない地でした。

このたびは貴重な体験のできる研修に参加させ

ていただき、まことにありがとうございました。

今後もこれで終わりとせずに、より良いまちづ

くり、人づくり、そして自分づくりに励みたい

と思います。 

以上、ご清聴ありがとうございました。 

 

鈴木俊哉君 

初めまして、シンワ測定

の鈴木俊哉と言います。 

会社では製品の開発を

主に行わせていただい

ております。 

9 月 27、28 日の日程で三

条北ロータリーから同

じ会社の同期3人でライ

ラ研修に参加させてい

ただきました。そのときの様子をお話させてい

ただきたいと思います。 

新潟経営大学到着後、まずは新潟経営大学にて

開講式を行いました。 
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普通式典などは固い雰囲気になりがちですが、

主催の方々が非常にユニークな方たちで司会の

方が金色のスーツとスパイダーマンのネクタイ

をしたり、国歌斉唱では指揮の方が壇上へ登る

際にカツラを被りながらコケ芸を披露したりで

笑わせていただき、和やかな雰囲気で式は進ん

でいました。 

次に中島先生による基調講演「まちづくり、人

づくり、自分づくり」を聴講し、加茂の特色や

まちづくりに必要なことを講義していただきま

した。実際加茂について詳しい部分は全く知ら

なかったのでマカロニの日本発祥の地であるこ

となど初めて知ることも多かったです。また、

街づくりのカギとして挙げられた３つのキーワ

ード 

・よそ者・・・他地域出身者の視点 

・若者・・・フレッシュな考え方を取り入れる 

・ばか者・・・型破りな考え方をすること 

については仕事の中でも大事な部分であり、重

要な部分は同じなんだなと感じました。 

その後、１０人ごとのグループに分かれて自己

紹介とグループでの役割分担を行いました。 

グループの年齢構成は大学生から３０台前半と

様々な年代のメンバーがいるチームですがこの

段階ではグループのメンバーとは完全に初対面

でまだぎこちなくどういったことを話せばいい

か手探りの状態だったので固い雰囲気でした。 

その後、昼食を食べたあとで小グループにわか

れてまちなかゼミナールを受講しました。 

これは加茂商店街近辺のお店にお邪魔させてい

ただき、それぞれのお店で設定された内容につ

いて体験をさせていただくという内容でした。 

私は５人ほどのグループで田辺喜平商店さんに

お邪魔させていただき、講師の方より教わりな

がら和紙を使っての柿やキツネなどの小物づく

りを教わりました。お店は商店街のアーケード

にあったので外観は今時の町並みといった感じ

だったのですが中に入ると古き良き木造の家屋

でまるでタイムスリップしたような感覚でした。

折紙に触るのも久しぶりでしたがお店の雰囲気

からか幼いころを思い出し、基本的な折り方に

ついてはすんなりと思い出し、作ることが出来

ました。周りの方を見ても静かですが楽しく真

剣に取り組んでいる様子が感じられました。 

その後、加茂山公園の散策をしました。加茂山

を散策しながらローラースライダーに乗ったり、

リス園でリスを観察したりしました。加茂山公

園に行くのは小学校以来でしたのでまちなかゼ

ミナールで童心に返った気持ちそのままにロー

ラースライダーを滑り、見て楽しむことが出来

たと思います。ただ、リス園について予約の無

い団体さんはお断りということで追い出されて

しまいあまり見ることが出来なかったのは残念

でした。 

散策後、宿泊先であるわか竹へ入り、温泉で汗

を流した後、懇親会に参加しました。 

やはりお酒の力は偉大で紹介のときはギクシャ

クしていた感じも場の雰囲気のおかげで打ち解

けてグループのメンバーだけでなくロータリア

ンの方や、他のグループの方など様々な参加者

たちとお話をさせていただくことが出来ました。 

その後もグループメンバーと締めのラーメンを

食べに行ったり、部屋でお酒を飲みながら雑談

や明日の内容について話したり、さらに親睦を

深めることができました。 

翌日は早朝から護摩堂山でハイキングを行い頂

上で山の歴史についての説明を受けました。 

標高が高いわけではないので油断していました

が昇りの角度がそれなりにきつく、運動不足の

体で登ると意外と疲れました。ですが、前日夜

に親しくなったメンバーと冗談を言いながらの

ハイキングは楽しいものでした。 

朝食後、新潟経営大学に移動してこれからの加

茂のまちづくりについてグループ協議、発表を

行いました。協議は同じグループ内だけでなく

他のグループと合わせて離散集合して意見を交

わし、変化があるおかげでマンネリ化しない議

論をすることが出来ました。 

発表内容については挙手制による「ゆるキャラ

人気投票」といった全員参加型やドラマ形式で

発表したりと各グループで趣向をこらしたもの

を用意していて、自分の考え付かなかったアイ

デアがあったりと新しい発見もありました。 

研修全体として主催の方々が雰囲気づくりに力

を入れていただいたおかげで終始明るい雰囲気

で過ごすことが出来た研修でした。また、加茂

の魅力や、自分の住む土地のまちづくりについ

て改めて考えさせられました。そして普段仕事

をしている中では出会えない方たちと交流する

ことで新たなつながりを作ることができ、本当

に有意義な研修だったと思います。 

参加を打診していただいた社長ならびに皆様に

この場をお借りして感謝を申し上げたいと思い

ます。 

本当にありがとうございました。以上です。 

ご清聴いただきありがとうございました。 

 

浅間 一洋委員長 

第 14回ライラ研修は9月 27日

(土)28 日（日）、ホストクラブ
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加茂ＲＣとコホスト田上あじさいＲＣで大変賑

やかに開催され、すべてのプログラムを完璧に

実行され大成功で無事閉会致しました。 

今回のライラ研修では、研修生のほかにロータ

リアンにもプログラムが用意されておりまして、

酒蔵の見学・家具工場・桐たんす工場の見学と

充実しておりまして、普段では入れない所まで

ご案内いただき大変勉強になりました。 

また、集合写真の時の決めポーズなど、細部に

わたり計画、配慮がなされ、懇親会などではロ

ータリアンによる「おもてなし」に感激してま

いりました。また、今回は女性の研修生が昨年

より大変多く、また積極的な方が多く、名刺も

足りないくらいでした。 

初めてお会いしましたロータリアン５人と一部 

屋でこれもまた楽しいものでありまして仕事は

関係の無い方々といびきを子守唄に楽しい時間

を過ごしまして（もしかして、僕が一番いびき

がひどかったのでは）たまたま同室いただいた

方々の中に来年のライラ実行委員長の新津ロー

タリークラブの川名様がおられまして、いろい

ろなお話をお聞きしてまいりまして、しかし、

実行委員長とは大変なご苦労でありますね。 

1 年にわたり計画ご努力されました加茂・田上

のロータリアン皆様に感謝申し上げます。

  

 

 

 

 

 

 

 

1 日目（受付） 

 

 

 

 

       開講式 

 鎌田君         鈴木君  大竹君 
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懇親会（越後のお宿わか竹） 

 

 

      早朝 5：30 護摩堂山登山出発 

 

 

 

 

グループ発表（鈴木君） 

 

 

 

 

   グループ発表（大竹君） 

 

 

 

 

 

 

 

グループ発表（鎌田君） 

 


